
POSTGRADUATE COURSE GUIDANCE 2025 令和7年度 大阪歯科大学歯学部同窓会
ポストグラデュエートコース

開講のご挨拶

ポストグラデュエートコース委員会

委員長 田 治 米  康 宏

　新しい年を迎え、同窓の皆様におかれましては益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。
令和 6 年度より大阪歯科大学歯学部同窓会 PGC 委員会委員長を拝命いたしました、大
48 回 田治米康宏と申します。平素何かとご支援ご協力を賜わっておりますこと、この場
をお借りしまして心より感謝申し上げます。
　PGC の目的は、大阪歯科大学の伝統と精神を大切にしながら、同窓生の皆様が互いに
学び合い、成長し続けられる場を創出することにあります。現代の歯科医療は DX化など
急速に進化しており、医療現場では社会情勢により求められる医療形態の変化が著しく、
その中で我々歯科医師が求められる役割はますます重要になっています。このような時代
において、PGC 委員会が一人ひとりの専門性の向上を支え、また世代を超えた交流を通
じて知識と経験を共有できるプラットフォームであり続けることを目指してまいります。
　さて、本年度の PGC 委員会の活動方針は、同窓生の皆様により一層充実した学びの
場を提供することに主眼を置き、研修コースの充実と新たな挑戦を推進してまいります。
その一環として、大阪歯科大学歯学部解剖学講座が実施している大人気の CST コースに、
4 名限定ではありますが同窓会特別枠を主任教授上村守先生のご好意により設けること
ができました。このような大学と同窓会の連携による取り組みは学びを深めるだけでなく、
大学と同窓会のさらなる活性化にもつながると確信しております。同窓の皆様は是非、こ
のまたとない機会をご活用ください。この特別枠の設置を快諾いただいた理事長・学長
川添堯彬先生をはじめ上村教授、CSTコースの講師の先生方には心より御礼申し上げます。
　また、本年度の PGC コースは１コースとして神戸亮先生には歯内治療の肝と最新の生
活歯髄療法の講義を、２コースは十河基文先生にはインプラントをこれから考えている先
生やガイドサージェリーの導入を検討されている先生に向けデジタルを併用した安心安全
なインプラント設計の講義をしていただく予定をしております。両先生とも非常にご多忙
の中、依頼に際し快諾いただきましたこと、心より御礼申し上げます。
　PGC 委員会は特に若手歯科医師の皆様が抱える悩みや課題に寄り添い、知識や技術
の向上を目指す場を提供していきたいと考えておりますが、若手歯科医師だけにとどまら
ず、専門的な学びに興味を持つ幅広い同窓生が参加できる環境を整え、世代を超えた交
流と学びを促進してまいりますので、これからもなお一層のご理解ご協力をいただけます
ようお願い申し上げます。どうぞ、令和７年度のPGC 委員会の取り組みにご期待いただき、
積極的なご参加をお願いいたします。
　結びとなりますが、同窓生の皆様の益々のご健勝とご発展を心よりお祈り申し上げます。

委 員 長　　田治米康宏（大48）
副委員長　　宮内雄平（大56）
委　　員　　梅垣輝生（大35）、岡本吉宏（大44）、金田一弘（大46）、加藤　尚（大52）、渡辺昌広（大57）、
　　　　　 岩佐一弘（大61）、大塚淳平（大61）、竹内大智（大61）、林　正祐（大64）、廣畑秀一（大64）

＜ポストグラデュエートコース委員会　委員＞

これからはじめる先生必見！
安全・安心なインプラント治療のために
～CTシミュレーションとガイドサージェリーの実習～

十河  基文

大阪大学大学院歯学研究科 ID推進センター 特任教授
株式会社アイキャット 代表取締役CTO【利益相反の開示】

略歴
1988年　大阪大学歯学部卒業
1988～1997年
　同大学 歯学部歯科補綴学
　第二講座（有床義歯）入局
1997～2006年
　同大学歯学部附属病院
　口腔総合診療部（卒後臨床研修）移籍
2001年　講師昇任
2003年　大阪大学歯学部発ベンチャーiCAT起業
2006年　大阪大学退職
2006～2018年
　株式会社アイキャット 代表取締役CTO
2018～2023年
　大阪大学大学院歯学研究科 イノベーティブ・
　デンティストリー推進センターセンター長／
　教授（正規教授）
2023年～
　大阪大学退職 同センター 特任教授・招聘教授
　株式会社アイキャット 代表取締役CTO
　現在に至る

2月1日日
2026

時  間 ： 10：00～16：30
会  場 ： 大阪歯科大学 天満橋学舎
（※会場は変更する場合があります）

　インプラントにおける「外科」ならびに「補綴」のトラブ

ルは、インプラントの“埋入ポジション”が原因の大半だと

いえる。しかしデジタル技術である「インプラント・シミュレー

ション」と「ガイドサージェリー」を行うことでトラブはほ

ぼ回避できるはずです。

　そこで、CTデータを活用した「インプラント・シミュレー

ション」および「ガイドサージェリー」の基本的な知識と技

術をセミナーではご体感いただきます。奮ってご参加くださ

い。

　なお最後に一言。臨床は何が起こるかわからないから臨床

です。ガイドサージェリーでも事前に開口量をチェックしたに

も関わらず開口量が足らずガイドを使えなかったり、術中に

ガイドが割れて使えないこと等もあります。そのため決して

「ガイド依存症」にはなってはダメで、ガイドを使用しない基

本的なインプラントの外科手技についてはしっかりと理解を

している前提のセミナーだとご理解ください。

歯内療法を成功させるためのlogic

神戸  　良

略歴
2005年　昭和大学歯学部卒業
2013年　良デンタルクリニック開業

所属
日本歯科保存学会
日本歯内療法学会
AAE（米国歯内療法学会）

Zeiss公認インストラクター
FKG公認インストラクター

6月15日日
2025

時  間 ： 10：00～16：30
会  場 ： 大阪歯科大学 天満橋学舎
（※会場は変更する場合があります）

　近年、歯内療法に用いる機材は目ざましい進歩を遂げた。

マイクロスコープ、NI-TI ロータ リーファイル、CBCT、バイ

オセラミックマテリアル、超音波機器など新しい機材は毎年 

のごとくアップデートされ、その種類をあげれば枚挙にいと

まがない。

　これらの機材を日常臨床に適応することでかつては困難で

あった症例も良好な経過を得ることができるよう なったと感

じることも多くある。

　しかし、機材が進歩しても歯内療法を成功させるための 

logic が変わったわけではない。

　歯内療法で高い成功率を得るためにはただ単に最新の機

材を用いるだけでは達成することはできない。

　良好な予後は歯内療法を成功させるための logicに基づい

た治療が行われてこそ初めて得られるものである。

　そこで本講演では歯内療法を成功させるために「歯内療

法の検査と診断」、「歯髄保存療法 ( 生活歯髄療法 )」、「抜

髄に代表されるようなイニシャルトリートメント」について日

常臨床に必要な歯内療 法を成功させるための logic を再考

してみたい。

歯科医師・学生

歯科医師(会員)10,000円 、歯科医師(会員5年未満)5,000円
歯科医師(会費未納者、他大学)20,000円 

研修費

対象 歯科医師・学生

歯科医師(会員)10,000円 、歯科医師(会員5年未満)5,000円
歯科医師(会費未納者、他大学)20,000円 

研修費

対象

1コース ／ プライマリーコース　　　　　定員：50名 2コース ／ プライマリーコース　　　　　定員：50名
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